
茅野市の現状
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近年の傾向として、総人口微減、生産年齢人口減（対2010で8.8％減）、年少人口減、老齢人口増が続いている。
2018.10時点の高齢化率は、国：28.1％、県：31.5％、茅野市：29.9％

毎月人口異動調査
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人口動態の推移（自然増減及び社会増減）

出生 死亡

転入 転出

25-39歳女性(右目盛） 25-29歳男性(右目盛）

（人） （人）

自然増減（出生◆‐死亡●）は2011に逆転し、現在は死亡による減少が多い状態。
25～39歳の人口（右目盛り、●男性、＊女性）は減少が続いている（対2010で、男性27.7％減、女性24.0％減）。

社会増減（転入▲‐転出■）は、近年転入が若干多い状態。
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市内人口ピラミッドの比較（2013.10と2019.4）
2013.10.1 2019.4.1

）

20歳代は女性の落ち込みが大きく、５年前よりも落ち込みが大きくなっている。
2019時点で18～20歳男子が増加しているのは公立諏訪東京理科大学（工学部）入学者が増加したためと思われる。

■参考：2019年 15歳～18歳向けアンケート結果
茅野市に住みたくない 男子 23.7％（2015：9.3％）、女子13.8％（2015：10.3％）

理 由 都会に興味がある、街に活気がない、買い物などが不便、良い就職先がない
魅力あるイベント・遊ぶ場所がない
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世代と呼ばれる

近年の転入超過の主な要因は「国外」及び「その他の県外（東京・神奈川・山梨・愛知以外の都道府県）」
「東京」「神奈川」は転出が多い傾向にあり、「愛知」は近年転入が多い傾向。

公立諏訪東京理科大学の入学生は2017から増加傾向（2018公立化）。

2012 2013 2014 2015 2016

諏訪地方 92 35 21 △ 7 25

その他の県内 △ 130 △ 47 16 22 8

東京 7 △ 33 △ 43 0 △ 59

神奈川 △ 40 △ 11 16 4 △ 19

山梨 5 △ 7 △ 3 5 22

愛知 51 △ 22 △ 29 24 2

国外 55 29 56 70 58

その他の県外 63 43 56 78 50
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2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
工業出荷額（千万） 21,370 15,049 17,781 16,985 16,992 18,152 19,826 20,490 20,486 19,282

観光客数（百人） 33,311 30,444 30,538 30,029 30,534 31,859 31,937 32,810 32,477 32,999
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工業出荷額及び観光客数の推移（千万円） （百人）

リーマンショック後から一定の回復が見られている
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2015国勢調査 産業別年齢別男女就業者数 茅野市

農業 建設業 製造業

運輸業，郵便業 卸 業，小 業 不動 業，物品賃貸業

宿泊，飲食業 生活関連サービス業，娯楽業 教育， 習支援業

医療，福祉 サービス業（他に含まれない） 公務

男 女
25～54歳の

年齢は約半
数が製造業

25～54歳の年齢は製造業

＞医療・福祉＞卸売・小売
＞宿泊・飲食

産業⼤分類別   売上⾼（企業単位） 構成⽐（2016年）
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

茅野市

⻑野県

全国

建設業(9.8%) 製造業(59.7%) 卸売業，⼩売業(13.9%)
不動産業，物品賃貸業(4.9%) 宿泊業，飲⾷サービス業(4.9%) ⽣活関連サービス業，娯楽業(1.1%)
教育，学習⽀援業(0.6%) 医療，福祉(2.3%) サービス業（他に分類されないもの）(1.0%)

建設業

【出典】 総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工 【注記】 凡例の数値は茅野市の数値を指す。

製造業 卸売業

不動産業
宿泊・飲食業

医療

福祉

金融・

保険業

茅野市は「製造業」「不動産業」「宿泊・飲食業」の割合が多く、「卸売業」「金融・保険業」「医療・福祉」の割合が少ない。
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2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

市民税（億円） 39.7 34.1 31.7 32.7 33.4 31.7 32.1 34.1 32.7 33.5

固定資  （億 ） 45.5 43.7 44.2 44.7 40.8 40.5 40.5 39.8 39.9 40.6
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円）

固定資  
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「市民税」はリーマンショック後回復していない。「固定資産税」は下落が続いている。
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普通会計 歳入の推移 （百万円）

市税 国県支出金 地方債 その他

市町村名
経常収支
比率（％）

内人件費
（％）

須坂市 93.4  23.2 
茅野市 93.0  20.8 
飯山市 92.6  19.2 
東御市 92.5  20.8 
長野市 91.3  23.7 
塩尻市 91.3  26.4 
飯田市 91.2  19.3 
千曲市 91.2  21.0 
大町市 91.0  22.8 
岡谷市 89.7  21.0 

市町村名
経常収支
比率（％）

内人件費
（％）

中野市 89.5  21.2 
伊那市 89.4  18.6 
小諸市 89.3  21.7 
上田市 88.8  21.0 
市平均 88.8  21.5 
駒ケ根市 87.8  22.8 
諏訪市 86.9  23.1 
安曇野市 85.8  17.9 
松本市 83.4  21.9 
佐久市 82.2  18.0 

2017における県内１９市経常収支比率
（降順表示）

日本人（15‐79歳）の休日茅野市滞在人口（県外居住者割合）

2019.1月休日20時
県外5,639人

2019.1月休日14時
県外7,245人

2018.8月休日14時
県外15,400人

2018.8月休日20時
県外14,139人
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満足度・重要度　散布図

●　満足度　●
　　非常に満足　（5点）・ほぼ満足　（4点）
　　どちらとも言えない　（3点）
　　やや不満（2点）・　不満　（1点）

●　重要度　●
　　非常に重要　（5点）・やや重要　（4点）
　　どちらともいえない　（3点）
　　あまり重要ではない（2点）
　　重要ではない　（1点）
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3
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1 3 5

（35）情報教育や地域情報化

の推進

（34）外国籍市民の生活応援や

市民の国際交流の推進

(33）縄文プロジェクトの推進

(32）地域防災

(31）地域創生

(30）男女が共に創る住みよ

い地域社会の実現

(29）戦略的な情報発信・市民

の声の反映と情報共有

(28）持続可能な財政の確立

(27）効率的・効果的な

行政経営の推進

(26）協働のまちづくりによる住

民自治の実現

(25）地域公共交通の確保

(24）安全で安心な上下水道の

整備

(23）安全で安心な豊かな住まいづくり

(22）八ヶ岳の眺望と調和した

景観づくり

(21）快適で安全な災害に強い

道路・河川づくり

(20）豊かな自然と共生した

安心・快適な都市づくり

(19）建設産業の振興

(18）観光の振興 (17）工業の振興

(16）商業の振興

(15）林業の振興

(14）農業の振興

(13）文化財の保護と活用

(12）スポーツの振興

(11）生涯を通じた学習の推進

(10）学校教育の充実

(9）幼児教育の充実

(8）子どもと家庭の支援、応援

の充実

(7）安心な市民生活の確保

(6）資源循環型社会の実現

(5）自然環境の保全や地

球温暖化対策

(4）健康づくりの推進や地域医

療の充実

(3）障害者保健福祉の充実

(2）高齢者保健福祉の充実や認知症対策の充実

(1）地域福祉の推進

3

3.5

4

4.5

2.6 2.8 3 3.2 3.4 3.6 3.8 4

重要度 平均

3.96

満足度 平均

3.13

重
要
度

満足度

2019度市民アンケート結果（抽出1,900人、回答547人）

－ 5 －


